
第200回人権擁護調査委員会/遺伝子研究に関する倫理委員会合同委員会

日　時 2014年4月3日（木）　13時30分～15時30分

場　所 〔広島〕　講堂　〔長崎〕　3階会議室（テレビ会議）

＜遺伝子研究に関する倫理審査＞

部　名 研 究 課 題 名 審 査 結 果 議 事 要 旨

1
放射線生物学
/分子疫学部

「RP4-04 原爆被爆者のがん発症と遺伝子多型との関係―
免疫関連遺伝子を中心として」の変更

承 認

 ◆研究終了後の試料・情報の保存について、放影研で保存する
    ことを明確に研究計画書に記載すること。
 ◆倫理審査申請書に、試料・情報の保存期間については永久保
　  存と明記すること。

2 遺伝学部
「RP4-11 高密度マイクロアレイCGH法を用いた原爆放射線
の遺伝的影響調査」の変更

承 認

 ◆倫理審査申請書の遺伝カウンセリングの項目を修正すること。研
    究計画書の対象者の項目に、遺伝情報の開示および遺伝カウン
    セリングについて記載すること。
 ◆研究計画書の倫理的配慮の項目にインフォームド・コンセント、
    利益およびリスク、個人情報保護の方法、試料・情報の保存およ
    び廃棄について記載すること。また費用の項目に利益相反につ
    いて記載すること。

＊上記のことについて適正に修正されたことを確認して承認とした。

＜疫学研究に関する倫理審査＞

部　名 研 究 課 題 名 審 査 結 果 議 事 要 旨

3 臨床研究部
「成人健康調査集団における心臓超音波検査を用いた心
臓病の研究」

承 認
◆研究計画書の倫理的配慮の項目に、既存資料については、過去
 　のインフォームド・コンセントで同意が得られている資料のみを使用
   する旨記載すること。

＊上記のことについて適正に修正されたことを確認して承認とした。

放射線影響研究所


